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Abstract
 Globalization is a term that consistently appears in discussions of  educational in 
these days. In this globalized, interconnected world, personal development is as vital as 
foreign language competence and intercultural competence. So, the numbers of study 
abroad programs（SAP） created as a means for developing such competence offered 
by colleges and universities has grown consistently over the past decade. And in 
addition to their educational goals, these programs serve as a recruitment tool for 
prospective students. SAPs are delivered in very different formats and often with 
substantially different objectives, so it is very important to set clear objectives and to 
design the most appropriate format for our students. To develop an effective SAP, it is 
very important to connect students’ SAP experience with study in pre-SAP and post-SAP 
courses. Because, through well-designed and sequenced pre-SAP, SAP, and post-SAP 
programs, it is possible to develop students’ foreign language competence, intercultural 
competence, and personal qualities. As educators, we have the responsibility to develop 
and offer an effective and appropriate study abroad program to help our students 




































































































































は学習言語の能力にプラスの影響を与えると述べている。また、 Lafford （ 1995 ）、 Lafford & 
Collentine（ 2006 ）　は、海外留学は学習言語の語彙の習得を早め、発話の流暢さを高め、聞く・
話す能力の向上に貢献することを示している。
　日本人英語学習について言及している研究としては、 小林（ 1999 ）、 田浦他（ 2009 ）、 上斗









Lafford & Collentine、2006 ）、また、渡航時の言語能力や滞在期間が外国語能力の向上に影響を





　異文化コミュニケーションを円滑に行うためには、 異文化コミュニケーション能力（ Koester 
et al, 1993; Martin, 1993 ）、異文化適応能力 1 ）（ Ruben, 1989; 山岸 , 1995 ）、異文化リテラシ （ー山
岸 , 1997 ）等の能力が必要であり、これらの能力を構成する要素の 1 つに異文化感受性が挙げら
れる。異文化適応能力は多くの要素から構成されており、Deardorff（ 2008 ）はその例として「他
者の世界観への理解」「自己の文化を意識する能力および自己を評価できる能力」「傾聴と観察を




肯定的な変化について述べている（徳井、 2002; Chen & Isa 2003、 Chieffo and Griffiths、 2004; 
Fuller、2007; Clarke, Flaherty, Wright, and McMillen、2009; Paige et al.、2004; Engle and Engle、





　異 文 化 適 応 能 力 や 異 文 化 感 受 性 を 測 定 す る 道 具 と し て は、　Intercultural Development 
Inventory（ IDI ）（ Hammer and Bennett, 2002 ）、Global Perspective Inventory（ GPI ）（ Braskamp 









く異なる（ Bennett, 2008; Cushner & Karim 2004; Hoff, 2008 ）という先行研究からは、留学前の
事前プログラム、留学中の介入、留学後のプログラムが重要であり、海外留学は大学でのカリキ
ュラムにきちんと組み込まれたものであるべき（ Brubaker 2007 ）だということを示唆している。
3．1．3．社会人基礎力（人間力）と留学
　足立（ 2010 ）は、 Chickering and Reisser （ 1993 ）の Student Development Theory 3 ）を参考






























⑸ アイデンティティの確立（ Establishing Identity ）
自己の身体や容姿、性別・性的指向、社会的・文化的バックグラウンド、明確な自己像・自




⑹ 目的の確立（ Developing Purpose ）
職業に対する明確な目的をたてる。自己の興味の対象や参加する活動に対して積極的にかか
われ、対人関係にも強くかかわっていく力。
留学の場合： 自己の興味の対象、 自分がしたいこと、 できることに対しての意識の明確化。
自己の可能性への気づき。





















































































なく、 異質性や他者性を意識したなかで自らの経験を分析し、 行動につなげる力である（ Alred, 




















































 1 ） Intercultural Competence については「異文化間能力」「異文化適応能力」など様々な和訳が
あるが、本稿では「異文化適応能力」を用いる。






および場面的、 社会的、 歴史的コンテクストの影響力への理解、 認知的柔軟性―エティック
（ etic ）的視点からイーミック（ emic ）的視点（またはその逆）へ自在にスイッチできる柔軟さ、
社会言語学的能力、常に物事に注意を向けている姿勢、判断の保留、好奇心と発見、交流を通
しての学び、 民族相対的なものの見方、 特定文化の知識・相手文化の伝統に対する理解
（ Deardorff、2008、 p.34 ）
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